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飯舘村や浪江町赤宇木での
放射能汚染調査

＜飯舘村放射能汚染調査チーム＞

今中哲二

遠藤 暁

菅井益郎

市川克樹

林 剛平

沢野伸浩

小澤祥司

IISORA福島シンポジウム2014

2014年12月7日
福島県青少年会館

201１年３月29日 長泥曲田30μSv/h



これまで飯舘村でやってきたこと

 飯舘村全域の放射線量走行サーベイ

 長泥地区の放射線量歩行サーベイ

 飯舘村定点での土壌サンプリング

 初期外部被曝評価プロジェクト

 いいたてふぁーむ空気サンプリング

 （赤宇木地区放射能汚染調査）

 その他
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飯舘村の３年間の走行サーベイデータ
車内放射線量率の推移

μSv/時

2014/4/26



走行サーベイによる平均線量率の推移
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定点観測：長泥曲田の空間線量率の推移
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長泥十字路近辺歩行サーベイ
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12/3/27 13/3/17

14/4/26
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蕨平焼却場予定地歩行サーベイ
2014年４月27日

7

μSv/時



いいたてふぁーむでの
空気サンプリング測定
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福島第１原発事故による飯舘村住民の
初期放射線被曝評価に関する研究

平成２４年～２５年度 環境省
「放射線の健康影響に関わる研究調査事業」委託研究

飯舘村初期被曝量評価プロジェクト



米国NNSAの空中サーベイデータの用いた
Cs137沈着量マップ

NNSAデータに基づくセシウム137沈着量
コンタと住宅の位置



飯舘村各地区でのセシウム沈着量分布、
Bq/m2
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セシウム137沈着量ヒストグラム　NNSA：飯舘村全域 1768戸
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最小：11.6万
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SD：30万

Median：84.4万
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長泥 68戸
平均 190万

大倉 34戸
平均 37万

伊丹沢 194戸
平均 71万



積算空間線量率（地表１ｍ）の計算結果

12

セシウム137初期沈着：100万Bq/m2当り：

６月30日12:00（107日後）に避難したとし、それまで24時間
ずっと野外にいたとして、積算空間線量は32.6ミリシーベルト．

0

10

20

30

40

1 16 31 46 61 76 91 106

積
算

空
間

放
射

線
量

、
ミ

リ
グ

レ
イ

放射能沈着後の日数

Te-132 I-132 I-131

Cs-134 Cs-137



あとは、

人々の行動パターンさえ分かれば

“それなりの根拠をもって”

個々人の具体的な外部被曝量を

推定できる．
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村民の約３割の方々の
協力が得られた
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10歳未満
9%

10歳代
7%

20歳代
8%

30歳代
9%

40歳代
8%

50歳代
17%

60歳代
15%

70歳代
16%

80歳代
9%

90歳以上
2%

不明
0.3%

聞き取り1812人の年齢分布

10歳未満, 
8.1%

10歳代, 9.1%

20歳代, 8.2%

30歳代, 9.1%

40歳代, 9.9%

50歳代, 17.3%

60歳代, 13.4%

70歳代, 13.9%

80歳以上, 
11.0%

飯舘村全体の年齢分布

（平成23年3月1日：6132人）



1812人の初期外部被曝量分布
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７月３１日までの外部被ばく量、ミリシーベルト

全対象者：１８１２人

平均7.0ミリシーベルト

 年齢区分別の平均初期外部被曝量 

年齢区分 人数 
平均初期外部被曝量 

ミリシーベルト 

10 歳未満 155 3.8 

10 歳代 128 5.1 

20 歳代 139 6.3 

30 歳代 171 5.5 

40 歳代 151 7.6 

50 歳代 315 8.1 

60 歳代 262 8.5 

70 歳代 292 7.5 

80 歳以上 194 7.3 



赤宇木地区では2011年夏から地区86戸の放射
線量測定を毎月続けてきた
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赤宇木地区の家の前の空間線量率

（今野さん達の測定データ）
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11月1日の赤宇木地区調査結果
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走行サーベイ（広島大学グループ）に基づく赤宇木周
辺の放射線量率．黒丸は赤宇木地区８６戸の位置．

μSv/h

長泥 蕨平

浪江町

NNSAデータに基づくセ
シウム137沈着量分布

現在、調査結果をとりまとめ中



初期被曝評価の宿題

放射性ヨウ素の取り込みにとも
なう甲状腺被ばく

放射能プルームからの直接被曝
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今年の５月から何にも進んでなくてすみません！



飯舘村のみな様、福島のみな様
いろいろ有り難うございました！
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これからもよろしく！


